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Timeout for fast fashion

ファストファッションを、
もっとスローに
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ファストファッションの隆盛 衣料品の売上は、2002年の1兆ドル
から、2015年には倍近い1.8兆ドル
に伸び、2025年までに2.1兆ドルに
達すると予想される

2000～2014年の間に衣類の生産量
は倍増
2014年までに衣料品の点数は1000
億点を超えた

15年前と比べ、購入する衣料品の数
は一人当たり平均60％増加したが、
手元に置いておく期間はおよそ半分
になった

世界全体で流通する古着の量は430
万トンに及ぶが、その多くが再び着
用されることはまずない

2000年以降、H&MやZaraの台頭
で、ファストファッションが「爆発
的な拡大」を遂げる
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ファストファッションを、
もっとスローに

ファストファッションの生産と消費の拡大

手軽で最新トレンドをいち早く安価に取り入れられ
るファストファッションが現れ、人々の服装は様変わ
りした。衣服に対する考え方や扱い方も変わった。
かつてないほど大量の服を買う一方、着回す回数は
少なくなり、一度も着ることのない服もある。ワー
ドローブには新品同様の服が溢れているにもかか
わらず、私たちは服を使い捨て商品のように扱って
いる。ファッションは目新しいだけのトレンドと化
し、その商品化とマーケティングによって過剰消費
と物質主義が広がっている。自分の服を大事に着続
けるというのは、今の流行ではない。

ファッションの小売業者は1980年代以降、流行の
移り変わりを加速させ続け、服が使い捨てられるペ
ースはどんどん速まっている。1992～2002年の間
に、一般消費者向け製品のライフサイクルは半分に
なった1。しかし、今のファストファッションブーム
が本当に始まったのは、21世紀に入ろうという時期
のことだ。この頃、ZaraやH&Mといったブランド
が、流行の移り変わりをさらに加速させることに成
功したのである。両社とも、2000年以降「爆発的な
拡大」を遂げ、世界最大規模のファッションブランド
となった2。この二大ブランドや他社が推し進める
「ファストファッション」は、格安商品や定番商品も
含め、あらゆる衣料品の消費を増大させている3。 

伸びる売上、増える量

衣服の消費量の増加に伴い、すでに最大の汚染源の
一つとされている繊維産業による影響が拡大しつつ
ある。現在、先進国に住む人々は、実際に身につけ
るよりはるかに多くの衣料品を所有している。そし

て、中国とインドがこうした危険な傾向に追従して
いる中、消費される衣料品の絶対量はさらに増加す
る可能性がある。 

衣料品の売上は、2002年には1兆ドルだったのに対
し、2015年には1.8兆ドルまで伸び、2025年まで
にさらに増加して2.1兆ドルになると予想されてい
る4。2000年から2014年までに衣料品の生産量は
倍増し、それに伴い大量の原料が使われた。15年前
と比べると、購入する衣料品の点数は一人当たり平
均して60％増えた一方、手元に置いておく期間はお
よそ半分になっている5。当然ながら、このような過
剰消費の広がり方には世界で偏りが見られる。2014
年に購入された新品の服の重量で比べると、北米で
は一人当たり平均16キログラム（Tシャツ64枚また
はジーンズ16本に相当6）だったが、中東・アフリカ
ではわずか2キロだった7。中国では、一人当たりの
消費量はすでに6.5キロに上り、世界全体の平均5キ
ロ／人を上回っているが、2030年までに11～16キ
ロまで増える可能性がある8。一人当たりの消費量が
変わらないとしても、中国やインドといった国々で
の人口の増加を踏まえると、衣料品の絶対量は増え
続けるだろう。 

ファストファッションの流行に拍車をかけているの
が、衣料品のオンライン販売の急激な伸びである。
米国では、2016～2017年の間に17.2％の成長が見
込まれている市場だ9。中国は、2014年に米国を抜
いて世界最大のデジタル市場となったが、ファッシ
ョンについても、ネットショッピング部門でトップ
となっている10。オンラインで服が買えるという手
軽さから、購入回数が増え、ファストファッションの
売上高を押し上げていると考えられる11。



環境への懸念  ―  衣類のデトックスが不可欠で
あるにもかかわらず十分でないワケ

ファストファッションの消費は、温室効果ガスや有害
化学物質、衣類の廃棄物を吸収する地球の能力の限
界を押し広げると同時に、水や土地などの資源を枯
渇させつつある。この状況は、あらゆる点で持続可
能ではない。 

「ファストファッションは今や、大規模で最先端の事
業でありながら、その基盤となる生産システムはバラ
バラで、概して手作業に頼っている。このシステム
は、環境にも多大な影響を及ぼすものだ。衣料品の生
産は通常、大量の水と化学薬品を必要とし、相当量の
温室効果ガスの排出を伴う。さらに、低賃金で、命が
脅かされるほど危険な労働環境の衣料品工場で働く
労働者に関する報告も、いまだに後を絶たない...」12

現在も続いている「もっと安く作って売る」という
競争で勝つために、繊維産業は、人件費が安く規制が
緩い国へと拠点を移している。たびたびメディアで

取り上げられ、NGOがキャンペーンを打ち出してい
るにもかかわらず、そうした国々のサプライヤーは、
限界を超える負担を強いられ、有害化学物質による河
川の汚染や、容認しがたい労働条件、児童労働など、
環境や社会に重大な影響が及んでいる。 

2011年に開始したグリーンピースの『デトックス・
キャンペーン』では、こうした環境への犠牲を食い
止めるために、ファッションブランドや大手小売業
者、繊維製品のサプライヤーを含む78の企業が参加
し、2020年までにサプライチェーンの全工程におけ
る透明性を高めるとともに、有害化学物質の排出ゼ
ロを目指して取り組みを進めている。ノニルフェノ
ール・エトキシレート（NPE）に関する規制がない国
から輸入された衣料品からは、NPEをはじめとする
有害化学物質が検出されており、それらは衣類の寿
命期間中の洗濯によって完全に洗い流され、水環境
に流出する可能性があるとみられる。2011年には、
英国だけで最大173キログラムに上るNPEが水環境
に流出した可能性があると算出されている13。この化
学物質は、デトックス宣言をした企業によって徐々
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ファストファッション：汚染にまみれた生産現場から、流行の最先端、そしてごみ箱へ

合成繊維の製造に必要な
石油の採取・精製

石炭火力発電所
繊維・衣料品の生産に必要な
エネルギーを供給する

衣類をつくる工場

梱包された完成品は、店舗
にいつでも出荷できる状態
で保管される

コンテナ船で店舗
に輸出される

綿花栽培
大量の肥料と農薬が
使われる

繊維工場
紡績や製織には大量のエネル
ギーと化学薬品が使われる

多量の有害化学物質の使用
により、元に戻せないほど
の汚染が起きている

繊維の製造過程や
綿花栽培で水路が
汚染されている



になくなりつつある。しかし、「より大量に、より安
い服を」という傾向が続けば、業界全体の生産と消
費が加速し、有害化学物質をなくすための取り組み
による進展を追い越してしまうだろう。 

「繊維産業が世界最大の汚染産業に数えられる」もう
一つの理由は、エネルギー使用量が多い点にある14。
世界全体の生産に伴うCO2排出量のおよそ3％（年間
8億5000万トン超）は、製造、物流、洗濯・乾燥・
アイロンがけといった、衣服の購入と使用に起因す
る15。 

ファストファッションの拡大は、ポリエステルの使用
量の増加なくしてあり得なかっただろう。ポリエステ
ルは、比較的安価で手に入りやすく、今や私たちの着
る服の60％で使われている。2016年に衣料品に使わ
れたポリエステルは約2130万トンで、およそ830万
トンだった2000年に比べると157％の増加だ16。ポ
リエステルへの依存によって、ファストファッション
の環境への影響は増大している。ポリマーの生産に必
要な化石燃料を勘案すると、衣料品に含まれるポリエ

ステルに関連するCO2排出量は、2015年には2820
億キログラムだった。980億キログラムだった綿と比
べると、三倍近い排出量ということになる17。さらに
ポリエステルは、難分解性の素材だ。衣服を洗濯する
と、マイクロファイバー（超極細の合成繊維）が放出
され、最終的にそれらは川や海に流出するが、そこで
分解されるまでには何十年もかかる可能性がある。マ
イクロファイバーは、いったん水環境に入り込むと、
生物の摂食活動に影響を与えたり18、人間に害を及ぼ
すおそれのある侵襲性の細菌を運ぶなど、さまざまな
影響をもたらしうる19。
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古着は処理された
のち出荷される

大量の古着 ファストファッションの店舗

不要となった服は、圧縮され
まとめられる

米国では、一人当たり64点の
ファストファッションブランド
の服を購入（2013年）

商品をリサイクルして輸出する：
2014年には430万トンの古着が
流通した
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今日のトレンドは明日のごみ

一般廃棄物として捨てられる衣類のうち95％は、再
利用（服としての再利用、リユースまたはリサイク
ル）できる可能性があると推定される20。 

だが実際には、ほとんどが家庭ごみとして捨てられ、
埋立地または焼却炉行きとなっている。世界全体で
見ると、何百万トンもの繊維廃棄物が埋立または焼
却処分されている。これは、衣料品に含まれる資源
が大量に浪費されているというだけでなく、焼却炉
や埋立地から出る有害化学物質や温室効果ガスによ
る、さらなる汚染の原因にもなっている。 

廃棄される衣類や古着は世界全体でどのくらいある
のか、最新かつ総合的なデータはまとめられていな
い。標準となる情報がないことから、政策立案者の
関心が限定的で、ファッション業界で資源がどう使
われ、どれぐらいの衣類が廃棄されているかが不透
明であることが分かる。EUでは、年間150～200万
トンの古着が発生するが、そのうち現地で再販売さ
れるのは、最も良質な10～12％のみで、残りの大半
は、グローバル・サウスと呼ばれる途上国に輸出され
ることが多い。EU全体としての数値はないが、英国
ではリユースするために回収された衣類54万トンの
うちの70％、米国では53％（80万トン）が輸出され
ている。

2000年以降、古着の輸出は劇的に増加し、2014年
の流通量は430万トンに上った。主な輸出国は、米
国、ドイツ、英国、韓国、日本、オランダ、マレーシ
ア、ベルギー、中国、フランス21で、主な輸入国は、
パキスタン、マレーシア、ロシア、インドなどだが、
そうした国々が最終目的地ではない場合もある22。例
えば、インドやパキスタンでは大量の古着が再加工さ
れたのち、アフリカに再輸出されている。 

20世紀には、欧州や米国の古着は品質も良く十分な
価値があったが、今は違う。その大半は、品質が悪
く再販売できない。主に、合成繊維や、ポリエステル
と綿の混紡が多く使われるようになったことと関係
がある。また、再販売可能なものは、中国から輸入さ
れる新品の衣料品と競合する23。さらに、輸出される
服すべてがリユースされるわけではない。例えば、
インドに輸出される古着のうち再販売に適するのは

わずか30％程度である、あるいは米国から輸入され
る特大サイズの服はアフリカでは再販売できないと
いった報告もある。再販売されずに残った古着は、
再加工して糸状にしたのち、安価なブランケットや
断熱材になる24。 

さまざまな理由があるが、特に地域の衣料品生産と発
展を守るため、アフリカや南米、アジアを中心とする
42の国が、古着の輸入に対して何らかの制限や禁止
措置を設けている25。東アフリカ共同体のブルンジ、
ケニア、ルワンダ、タンザニア、ウガンダといった国
々による輸入禁止措置は、将来的に英国からの輸出に
影響を及ぼすおそれがある26, 27。 

米国の最近の報告にあるように、古着の流通システ
ムは崩壊寸前で28、ファストファッションの安価な衣
料品の品質の悪さがその一因となっている。英国か
らの輸出は2014年に頭打ちとなった。英国の繊維リ
サイクル協会のアラン・ホイーラー会長は次のよう
に話している。「衣料品の品質低下が続き、国際市
場の需要がさらに落ち込み、クローズドループ・リ
サイクル（製品を素材や原料としてリサイクルし続
ける）技術が確立されなければ、私たちは『古着の
危機』に直面するかもしれません。そうなれば、着
古した安価な服を引き取ってくれる場所はどこにも
なくなるでしょう」29

リユースとリサイクルに関する神話

では、リユースされない服はどうなるのか？ポリエス
テルや、ポリエステルと綿の混紡を原料とする衣料
品が増えるにつれて、雑巾や断熱材として利用され
る低品質な衣類の量が増えているが、その半分は取
得価格以下で販売されている。だが、このようなダウ
ンサイクル（物の価値を下げてしまうリサイクル）は
一時しのぎの解決策で、雑巾や断熱材もやがて廃棄
物となる。

着古した衣服を家庭ごみにしないために、できるこ
とはもっとたくさんある。素材がきれいに保たれれ
ば、リユースやリサイクルできる服を増やすことがで
きるだろう。しかし最終的には、繊維をリサイクル
して新品の服を作る原料にすることで、ループを閉
じて資源を半永久的に循環させなければならない。
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さらには、必要な服を大切に使い、デザインからリ
ユースまたはリサイクルまですべての段階を考慮し
て、衣料品が供給される仕組み全体を考え直すこと
で、消費ペースを落とさなければならない。

現時点では、紡織繊維のリサイクルを通じた、資源
の半永久的な循環の実現にはほど遠い。綿（および
ウール）のメカニカルリサイクル（衣類を解いて、
繊維レベルまで分解する）の方法は確立されている

が、これには品質の低下が伴う。合成繊維のリサイク
ルはそれよりはるかに限定的で、現時点で合成繊維
のケミカルリサイクルを行っている企業はほんの数
社しかない。天然繊維のケミカルリサイクルも可能
で、一部のスタートアップ企業は、使用済みの綿を加
工して、化学処理したセルロースの一種のリヨセルに
似た繊維品を作っている30。

ポリエステル ― ファストファッションでの多用で需要が増加

ファストファッション
ブームの始まり

世界の繊維需要の増加 ― 百万トン
紡織繊維の43.5％が衣料品に ― グラフ出典：Textile World（2015年）

ポリエステル 綿 セルロース ナイロン

アクリル ウール ポリプロピレン
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現在、ケミカルリサイクルに大きな関心が寄せられ、
研究も数多く進められているが、現時点ではどの技術
も事業として採算が取れるものではない。主な理由は
おそらく、ケミカルリサイクルされた再生繊維は、バ
ージン素材に比べて価格が高くなるためである31。 

混紡生地の廃棄物のリサイクルには、重大な障壁が立
ちはだかる。繊維のリサイクルを妨げる技術的な問題
として以下が挙げられる： 

• 衣料品の複雑性。ステッチ部分と縁取り部分で
は素材が違うように、複数の異なる生地が使わ
れていることが多い。また、加工の前には、ボ
タンやファスナーなど繊維部分以外は取り外さ
なければならず、染料やコーティング剤、プリ
ント部分はさらなる問題の原因になる。  

• 衣料品における綿・ポリエステルなどの混紡生
地の利用の増大。見た目も着心地もウールに似
た服でも、ナイロンやビスコースといった合成
繊維が50％以上含まれているケースもある。 

こうした混紡生地は、事前に繊維区分の異なる素材の
分離を行わなければ、ケミカルリサイクルできない。
ポリエステル・綿の混紡生地の場合、ポリエステルが
アルカリ条件下で分解するため（ただし、綿は分解し
ない）、技術的には分離は可能だが、その方法につい
てはまだ試験段階である。他の混紡生地で、特にエラ
ステインを含む場合、分離はさらに難しくなる32。

こうした技術的な課題を克服できたとしても、廃棄
を前提とした現在の仕組みは、資源循環の妨げとな
る33。「衣料品はリサイクルまたはリユースされる」
という神話が、消費を後押ししかねないのだ。使い捨
ての物質主義ではなく、私たちが必要としているのは
「真の物質主義」だ。すなわち、「原材料（物質）が
ほとんど大切にされない消費社会から、原材料 ― そ
して、それを生み出す地球環境 ― が大切にされる真
の物質主義社会への移行」である34。

結論：ファッション産業の最盛期は
もう終わってしまったのか？

私たちは、ファストファッションへの依存を終わらせ
なければならない。これは、環境のためだけでなく、
私たち自身を救うことにもなる。徹底的な情報開示
とサステナビリティにこだわるファッションブランド
『Zady』の共同創設者マキシン・ベダットはこう話
す。「消費者は限界に達しつつあります。安価な服で
満たされた気になるというのは確かですが、そういう
安物の服ばかりが山積みになっていくのを見て精神的
に疲弊もしているのです。（中略）今の仕組みは破綻
していますし、消費者は変化を強く求めています」35 

私たちがまず手軽にできるのは、手持ちの服を長く着
ることだ。手入れをして、修理する。着こなし方を工
夫したり、別の物にリメイクする。友人と交換した
り、譲ったりするのもいい。服を長く着るだけで、環
境へのあらゆる影響が軽減される。温室効果ガスに
ついては、「耐用年数が1年から2年に倍増すれば、年
間の排出量を24％削減できる」36。また、古着の購入
も同様だ。バージンコットン1キログラムが古着に置
き換えられるたびに、約65kWhの節電になる。ポリ
エステルの場合は、1キログラム当たり90kWhの節
電になる37。

自分のワードローブでショッピングを楽しむように
すでにあるものを活用したり、古着を買ったりすれ
ば、私たちはこうした影響の軽減に直接貢献するこ
とができる。新たに購入する必要があるときには、
環境に配慮した商品やフェアトレード商品から探す
こともできる。耐久性の基準を確認すれば、長持ち
する服を選ぶことができる。しかし、ファッションブ
ランドやアパレルメーカーこそ、ファストファッショ
ンの仕組みを、地球の限界、そして顧客のニーズや
関心を考慮した仕組みへと転換するために、より大
きな責任を果たすべきだ。 

一部の有識者は、ファストファッションの将来的な経
済継続性に警鐘を鳴らしている。「全体として見れ
ば、現在のやり方を続けていれば、深刻な資源不足に
陥り、資源価格は非常に変動しやすくなる。（中略）
結果的に、ファッション業界のさまざまなビジネスモ
デルの利益や成功も脅かされることになるだろう」38 



良質な服を作らなければならない。耐久性があり、
顧客のニーズに応え、修理やリユースが可能で、
寿命を終えたら完全にリサイクルできる、そして顧
客に長年愛される商品だ。そのような変化をもた
らし、顧客にも新たな意識を促すには、製造から販
売、各種サービス、リユース・リサイクルの仕組み
に至るまで、新たなビジネスモデルが必要となる。 

持続可能なファッションの仕組みが実現すれば、
「ループを閉じて」資源を半永久的に循環させられ
ると同時に、ファッションの仕組みそのものをスロ
ーダウンすることができる。サプライチェーンから
顧客へ、そしてまた原料としてサプライチェーンに
戻るという持続的に循環する流れの中で、さまざま
な変化を生み出す新たなビジネスモデルこそ、未来
にふさわしい唯一のファッションのあり方である。
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